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-23転入数と転出数の差
※1年間で77人の減少に!

2016年の
社会動態推移

2広報みなみ  No.131

美波   地方創生だより美波   地方創生だより

　下のグラフは、2016年中の社会動態推移、すなわち「転入数（入ってくる人）－転出数（出て行く人）」
を表しています。出産、死亡による増減（自然動態）は含まれません。
　人が増えている月が6か月もあるのに、通年で見ると77人の社会動態人口減少となってしまうのはな
ぜでしょう？　原因のひとつは3月、4月にある大きな凹み。大学がなく職場も少ない美波町では、進学
や就職のタイミングで大幅に減ってしまうのです。

　

　美波町が最後に社会増を達成したのは2014年。
　「人が出て行かないようにする」のはもちろん、就学などで一度町外に出てもまた戻って来る人（Uターン）
や、美波町で生まれ育っていない移住者（Iターン）が増えることで、人口減少に歯止めをかけることがで
きそうです。

　東京や大阪のベンチャー企業が次々とサテライトオフィスを開設し、若者の移住者が増え、お
しゃれなお店もオープンする四国の右下にある小さな町。今、美波町が地方創生の先進地として
全国からの熱い視線を集めていることをご存じですか？この動きをさらに広げるために定められ
たのが、「美波ふるさと創造戦略」。
　「美波 地方創生だより」では、「それ何？」「どうして？どうやって？」「今どうなってるの？」とい
う情報を追いかけ、毎月お届けします。

vol.2

「若い人がおらんようになった…」は、なぜ起こるのか？

　住宅やオフィスとして利用できそうな物件について、下記まで
情報提供をお願いいたします。

役場総務企画課  ☎77-3611

空き家の情報お待ちしています！

■ 最近のメディア掲載情報をお知らせします。
［WEB］ 20代の“はたらき”データベース　キャリアコンパス（運営：INTELLIGENCE）「2つの拠点で仕

事する「サテライトオフィス」にビジネスチャンスあり!」
［雑誌］ TURNS（発行：第一プログレス）2017年2月号「移住体験ツアー徳島レポート」
［新聞］ 日本農業新聞（発行：日本農業新聞）1月1日号「田園に生きる 心の交流求め 子育て世代 都市から転入」
［新聞］ 内外教育（発行：時事通信社）1月6日号「都市と地方の学校を行き来」
［ T V ］ 所さん！大変ですよ（放送：NHK総合）1月12日号「揺れる自治体 市役所から謎の“ラブレター”！？」

注目されています！美波町！
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